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「……女子の教育以上に
効果的な開発手段は存
在しない」
コフィ・Ａ・アナン



家族のなかでは、ひとりの子どもに他のどの子よりも注意を向けなければならない時期が必ずある。そ
の子どものニーズに応えるからといって、他の子どもへの愛情が薄くなってしまうというわけではない。
というよりも、その特定の時期にはひとりの子どものニーズのほうが差し迫っており、重要だということ
にすぎない。親ならばだれでもそうだとわかっており、どんな子どもも、直感的にそのことを認識してい
る。

家族に当てはまることは国際社会にとっても同様である。世界中の子どもは、男女を問わず、自分たち
が教育に対する権利を享受できるようにするために私たちが全力を尽くすことを期待する権利を持ってい
る。しかし、ほとんどの国では学校の話になると、女子はもっとも不利な立場に置かれているのである。
今年の『世界子供白書』が報告するように、学校に一度も行かない女子は数百万人にのぼっており、最後
まで教育を受けることができない女子はさらに数百万人を数える。さらに、権利であるはずの質の高い教
育をまったく受けることができない女子となると数え切れないほどである。こうした数百万人の女子たち
は容易に社会の周縁へと落ち込んでいき、健康の面でも、スキルの面でも、人生の選択肢の面でも、未来
への希望の面でも、本来可能であるはずの水準に達することができない。成長しておとなの女性になって
も、充分な力が備わっていないためにコミュニティの政治的・社会的・経済的発展に全面的に参加するこ
とができない。彼女たちは――ひいてはその子どもたちは――、貧困、HIV／エイズ、性的搾取、暴力、
虐待の被害を一層受けやすい状況に置かれる。

逆に、女子を教育するということは家族全体を教育するということである。そして家族に当てはまるこ
とはコミュニティにも、最終的には国全体にも当てはまる。研究に次ぐ研究の成果を通じて私たちが学ん
できたのは、女子の教育以上に効果的な開発手段は存在しないということである。経済生産性を高め、乳
児・妊産婦死亡率を低下させ、栄養状態を向上させ、HIV／エイズ蔓延の予防に役立つという意味も含め
て健康を促進するうえで、他のどんな政策も女子教育ほどの効果を期待することはできない。他のどんな
政策も、次世代の教育機会を向上させるうえで女子教育ほど強力にはなりえない。

21世紀の世界をよりよいものにするための青写真として世界のすべての国々が合意した「ミレニアム開
発目標」のうち２つが、女子と男子が同様に教育されるようにすることをめざしたものである。これはそ
れぞれ独立した目標であるというだけではない。２つの目標をどこまで達成できるかは、他のすべての目
標を達成できるようにするために決定的な意味を持つことなのである。この２つの目標を現実のものにす
ることによって初めて、国際社会という私たちの家族はより強く、より健全で、より公正かつ豊かなもの
となりうる。

コフィ・Ａ・アナン
国際連合事務総長

まえがき
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